
新島八重顕彰会の皆様、こんにちは。 
会員の若林悠という者です。 
私は風刺画研究を仕事にしているのですが、江戸で出された非常に面白い風刺浮世絵があ
りますので、岩澤さんに頼んで紹介させていただきます。 
（来月出す本の宣伝です） 
 
「明治三大絵師」の一人で「役者絵の国周」と称えられた豊原国周が、慶応四年（＝明治
一年）に描いた「善悪鬼人鏡」という４４枚のシリーズがあります。 
一見、普通の役者絵にしか見えないこのシリーズは、戊辰戦争の風刺画なのです。 
幕末関係書は世に溢れていますが、すべては武士の行動を追ったものであり、圧倒的多数
をしめる一般庶民が本当は何を考えていたのかは、現代人のほとんど誰も知らないでしょ
う。 
庶民が武士の行動に口を挟むことは許されないので、彼らは文章では何も書かなかったか
らです。 
ですが、文章の代わりに絵を使い、武士の知らない庶民専用の暗号を開発して、極めて具
体的な政治批判を展開していました。 
 
固有名詞は絶対に出しません。 
代わりに登場人物の着物に家紋（定紋）や替紋や地方名産品などを描き、その人物が誰な
のか、どの藩の話をしているのかを読み手に教えます。 
そして、役者が演じている役柄と考え合わせれば、その藩についての江戸っ子の評価が分
かるのです。 
 
具体的な作品をご覧ください。これは会津藩です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



描いてあるのは人物一人、文字はタイトル「善悪鬼人鏡」と役名「佐嶌典覚（さしまてん
がく）、あとは絵師名（国周）と彫師名だけです。 
文字での紹介はありませんが、似顔絵が役者の中村芝翫（なかむらしかん）になっていま
す。 
たったこれだけで「佐嶌典覚＝会津藩」、そして会津藩に対する江戸っ子の評価が分かるの
です。 
以下は本からのコピーです。 
 
 

 
 
 



 
こんな感じで全作読み解いていけば、「庶民目線の戊辰戦争」がどんなものだったかが分か
ります。 
勝者目線でも敗者目線でもない庶民目線の幕末史は、時に現代人の想像を絶する解釈が登
場します。 
ただ、それが、「江戸の世論」だったことは事実なのです。 
浮世絵は個人的な日記ではなく値段の付いた商品なので、版元はたくさん売るために買い
手に気に入られる商品を出すのです。 
 
ご興味ありましたら是非読んでみて下さい。よろしくお願いいたします。 
 



 
 
 
「幕末暗号解読記 国周の風刺画「善悪鬼人鏡」が明らかにする「江戸の情報知」 
6 月１４日発行。 
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